
西区在宅ケア連絡会活動報告書（ⅩⅧ）

第249回例会：令和２年10月

認知症の普及啓発を考えよう～西区地域ケア推進会議の紹介

札幌市医師会西区支部
西区在宅ケア連絡会



Ⅰ　はじめに　　　―　平成 12 年 6 月　発行分　―
　平成 6 年から 8 年にかけて社会的に多くの議論がなされた。それはその後急速に高齢社会が到来し、　社会環
境も変化し、地域における市民相互の共生が求められるであろうということ、また、在宅療養支援に対する要望
も高まり、地域ぐるみでの多くの分野のサービス間の連携が求められるようになるであろうということ、そして
これらのことにどのように対応するのが良いのか、という議論であった。

Ⅱ　発足までの経緯
　平成 8 年 12 月発刊の札幌市医師会医療システム検討調査委員会報告書 - 在宅療養についてⅡ - において、在
宅療養者のもつニーズ情報、サービス提供者のもつサービス情報そして医療提供者のもつ医療情報が一つにまと
められ個々への対応が検討される体制づくりが望ましいとの提言がなされたが、具体的な活動の動きをみること
はできなかった。（略）
　この会の活動目的は、以下のとおりとされた。

　1　西区内に在住し､ 在宅療養を希望する人の､ 在宅療養推進のための連絡調整をはかること
　2　各施設、機関から現在の問題点の調整を求める提案をすること
　3　希望者の在宅ケアのサービスメニューを作成すること
　4　医療を希望する人の主治医をさがすこと
　5　医療機関相互の連携を推進すること
　6　活動結果の見直しを継続的におこなうこと

　活動報告書（Ⅱ）のために　　　　　　　―　平成 17 年 10 月　発行分　 ―　　　　（略）
　　　　~　略　~
　活動報告書（ⅩⅧ）のために　　　　　　―　令和 3 年　3 月　発行分　―

　本活動報告書 ( ⅩⅧ）は、令和 2 年 10 月開催の第 249 回例会の活動報告を掲載し発刊したものである。そして、
同時に発刊された活動報告書 ( ⅩⅦ ) は、第 237 回 ( 令和元年 6 月 ) ～第 245 回 ( 令和 2 年 3 月 ) の活動報告を
掲載し発刊したものである。
　第 249 回例会は札幌市医師会西区支部認知症ケアに関する研修会として開催された。テーマは「認知症の普
及啓発を考えよう」とされ、行政をはじめとする西区地域ケア推進会議に関わるいろいろな活動の紹介を兼ねて、
地域における認知症の普及啓発についてみんなで考える機会となった。内容は多岐にわたり、当地域の現状を把
握するためには非常に役に立つものであった。
　そこで、本例会のみを特集号として発刊したものであり、是非、ご一読いただきたい。
　令和 2 年４月以降の活動については、あらためて活動報告書を発刊する予定である。
　なお、「西区在宅ケア連絡会」のホームページ (https://www.zaitaku-care.info) が開設されているので、これ
までの活動についてもご理解を深めていただきたいと存じます。

（幹事会　坂本　仁）
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第249回西区在宅ケア連絡会
「認知症の普及啓発を考えよう

～西区地域ケア推進会議の紹介」

日時：令和２年 10 月８日 ( 木 )18：30
場所：web 開催及び西区民センター　３Ｆ大ホール

司会；吉澤朝弘 ( 札幌市医師会西区支部在宅療養部
長、札幌市西区在宅ケア連絡会幹事 )：それでは時間
になりましたので、そろそろ始めます。皆さんお疲れ
様です。今日は、西区在宅ケア連絡会としては第 249
回となります。区民センターと WEB 参加の皆さんを
Zoom で繋いで開催するのは先月に次いで２回目で
す。何かと至らないところがあると思いますが、よろ
しくお願いします。
　今日は令和２年度の札幌市医師会西区支部認知症ケ
アに関する研修会としての開催でもあります。テーマ
は「認知症の普及啓発を考えよう～西区地域ケア推進
会議の紹介」です。今画面でご覧いただいているのが
医師会西区支部としてのチラシですが、この度西区で
作成した認知症リーフレットの内容も、後ほど画面上
で一緒に確認しながらご説明を聞いていただきます。
　それでは札幌市医師会西区支部の支部長である、札
幌太田病院の太田秀造先生からご挨拶があります。ど
うぞよろしくお願いします。

太田秀造 ( 札幌市医師会西区支部支部長、札幌太田病
院会長 )：おばんでございます。今日はお仕事でお疲
れのところ、多数お集まりいただきまして誠にありが
とうございます。
　今日は在宅ケア連絡会と西支部の認知症ケアに関す
る研修会との合同開催ということで、ご準備いただい
た吉澤先生誠にありがとうございます。
　新型コロナウイルスも一端感染者が減ってきたなと
思って安心していたら、また今日は 18 人とか 27 人
とか増えている感じでして、やはり油断できないなと
思っているところでございます。
　認知症に関しては、札幌市医師会としても重要な課
題として捉えていまして、毎年認知症に関する研修会
その他を行っているところですけれども、今年から各
支部においても認知症に関する研修会を開くことにな
りました。また札幌市医師会館には今まで在宅医療介
護センターがありましたが、ここに認知症についての
機能も加わり、在宅医療介護認知症サポートセンター
というふうに窓口が一本化されて相談し易くなったの

ではないかと考えております。
　今日は、西区役所、認知症カフェ、介護予防センター、
札幌市医師会、また在宅介護認知症サポートセンター
からもご説明いただけるようです。今日の結論を先に
言ってしまいますと、認知症については、こういった
相談先を活用して、一人で悩まずどんどん相談してい
くのがいいのではないかといったところだと思います
ので、今日の会が皆様に実りのあるものとなりました
ら幸いです。

司会：区民センター会場は “ 密 ” にならないよう、座
席を離して座ってください。感染対策上からも１時間
少々と短時間で終了するよう、このあと引き続き進め
ていきたいと思います。
　それではまず、認知症リーフレットの紹介を西区の
天野保健師さんからお願いします。

天野史江(西区保健福祉課保健師)：皆さんこんばんは。
お世話になっております。保健福祉課で保健師をして
おります天野と申します。よろしくお願いします。本
日はこちらの黄色の認知症リーフレットについて、私
の方からご説明したいと思います。
　まずこちらのリーフレットを作った背景ですけれど
も、認知症の人がいつまでも住み慣れた地域で暮らし
ていけるよう、幅広い世代の方に認知症の理解を深め
ていただきまして、認知症に優しいまちづくりを推進
していくためのツールとして作成いたしました。認知
症患者の家族への支援につきましては、西区としても
誰もが安心して暮らすことのできるまちづくりを進め
ているところでございます。
　地域ケア会議で取り上げたものが認知症に関する相
談内容が多く、また、認知症に関する相談も徐々に増
えてきておりました。そこで平成 30 年度に西区民が
認知症の１人の支援に向けて描く姿の共通認識を持て
るように、「やさしさ　まごころのあるまち　つくる
べェ」、これは「やさしさ」の「や」、「まごころのあ
るまち」の「ま」、「つくるベェ」の「ベェ」で、「や
まベェ」とかけているんですけれども、それをキャッ
チフレーズといたしまして、昨年度はプロジェクトを
結成し、札幌市医師会、札幌歯科医師会、札幌薬剤師
会、町内会、民生委員などの市民の代表の方々や関係
機関で構成する西区地域ケア推進会議でリーフレット
の内容を検討し作成いたしました。
　リーフレットの内容といたしましては、このリーフ
レットを開いていただきたいんですけれども、見開き
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まもりん

西区の相談窓口

作成：西区地域ケア推進会議　協力：札幌市認知症介護指導者・札幌認知症の人と家族の会
さっぽろ市

02-Q03-19-2411
31-2-1565

西区第1地域包括支援センター
琴似・二十四軒 / 山の手 / 八軒 / 八軒中央
☎ 611-1161
西区第2地域包括支援センター
西野・平和・福井・小別沢 / 西町・宮の沢・発寒の一部
☎ 661-3929
西区第3地域包括支援センター
発寒 / 発寒北
☎ 671-8200

いきいきと元気に
過ごしたい

支えあい・
役に立ちたい
・ボランティアや見守りについて

西区役所保健福祉課保健支援係
☎ 641-6946

いつまでも
健康でいたい
・健康相談や健診について

薬について
相談したい かかりつけの薬局

治療や検査について
相談したい かかりつけ医

認知症の
情報について
知りたい
・介護保険制度
・介護者の集い、支援
・認知症サポーター養成講座

などについて

西区社会福祉協議会 
☎ 641-6996

介護予防センター 八軒
八軒 / 八軒中央

☎ 624-7026

介護予防センター 山の手・琴似
琴似・二十四軒 / 山の手

介護予防センター 西野

介護予防センター 西町

西野（4～5条の一部、6～14条）・平和・福井・小別沢

☎ 663-2558

☎ 631-6110

西町・西野（1～3条、4～5条の一部）・宮の沢・発寒の一部（宮の沢中央町内会）

☎ 668-3300

介護予防センター 発寒
発寒 / 発寒北

☎ 666-6855

かよるん

ほっター

さんかくやまベェ

（宮の沢中央町内会）

誰かに
相談して
みたいな

認知症に
ついて
知りたいな

どこに相談すれば良いか
わからない場合は担当地区の
地域包括支援センターへ
ご相談ください。

気づき・みまもり・支えあい
認知症は誰もがなりうる身近なものです。周りの人が認知症の人やその家族を理解し、
みまもり、支えあうことで互いに安心して暮らすことができます。

■同じ話を何度もする西子さん

◆メモを見せるなど、会話以外の方法でも確認する
◆相手の気持ちに寄り添い、やさしく話す

◆ほんの数分前の出来事も忘れてしまう
◆同じ内容を繰り返し話す

■ごみをうまく出すことができない西子さん

◆相手の気持ちに寄り添い、やさしく話しかける
◆曜日やごみについて一緒に確認をする

◆曜日感覚が鈍くなってしまう
◆ごみのルールを理解することが難しくなる

認知症について学びませんか？
認知症について学び、正しい知識を持って認知症の人やご家族を支える
ために「認知症サポーター養成講座」というものがあります。
詳しくは地域包括支援センターにご相談ください。 相談したい！もっと詳しく知りたい！

もの忘れは日頃の気づきが大切です。

裏面をご覧ください。

認知症チェックリスト

出典：認知症介護研究・研修東京センター　ひもときカレンダー

やさしさ・まごころのある対応

やさしさ・まごころのある対応

気づきポイント

気づきポイント 見守り・支えるポイント

見守り・支えるポイント

近所の人たちは、自分の健康状態
についても知っておくことが大切
ではないかと話し合いました。

■西子さんのことを心配した近所の人たちは、
地域包括支援センターに相談に行きました

このような状態が続く場合は
認知症の可能性もありますので、
相談しましょう。

ケア友の会

認知症カフェ

西子さんの
近所に
住んでいる

西子さん 西三郎さん

や さしさ ま ごころのあるまち ベェつくる

その後…その後…

次の会合は
いつだった
かしら？

次の会合は
いつだった
かしら？

さっきも
同じこと
聞かれたのに･･･。

来週の火曜日
ですよ。
ここに書いて
ありますよ。

西子さん、
今日は燃やせる
ごみの日ですよ。
決まりを守って
下さいね。

そんな風に
責めないで・・・。

今日は燃やせる
ごみの日ですよ。
一緒に確認して
みましょう。

あら、そうなのね。
教えてくれて
ありがとう。

西子さんは認知症の
可能性があります。
受診などについて
一緒に考えましょう。

西区には、さまざまな
認知症の人やその家族の
支えあいの場がありますよ。

どこに相談すれば良いの？

認知症の人を介護する男性が介護や
家事を行う上で役立つ知識を得たり、
参加者同士の交流の場です。

認知症の人、ご家族、近所の人など、
どなたでも気軽に参加でき、
集う場です。

□同じことを何度も言うとか聞くと周り
　から言われることが多い

□いつも捜し物をしていることが多い

□財布や通帳など大切なものがなくなる

□約束を忘れたり、待ち合わせの場所に
　行き着けなくなった

□片付けや料理、運転などが
　以前のようにうまくできなくなった

□テレビのドラマは筋を追うのが
　面倒くさい

□身だしなみを整えることが億劫に
　なり、構わなくなった

□趣味や好きなことに関心がなくなった

□何をするのも億劫になった
おっくう

おっくう

■また、西子さんの今後の生活について、どのような
　サポートがあるのかについても確認しました

https://www.city.sapporo.jp/nishi/bu-oshirase/ninntisyou.html
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の部分が認知症の人へのみまもりのポイント、支えあ
いの活動、認知症チェックリストを掲載しており、裏
表紙には３つの相談窓口を載せております。
　「みまもり・支えあい」では認知症の人への声かけ
や関わり方をイラストを用いて分かりやすく紹介して
いるほか、認知症カフェですとか、ケア友の会などの
集いの場や認知症の学びの機会としての認知症サポー
ター養成講座についても掲載しております。
　このリーフレットは、認知症の人に関わる関係機関、
団体、具体的には先ほどお伝えいたしました西区地域
ケア推進会議に参加していただいている組織ですと
か、団体の皆様を中心として配布させていただき、順
次金融機関ですとか学校などに広げていきたいと考え
ております。
　これまでの配布先は八軒、発寒北地区の民児協 ( 民
生委員児童委員協議会 ) ですとか、八軒地区の町内会
の見守りボランティア、町内会のサロン、八軒の福ま
ち ( 福祉のまち推進センター ) などですが、今後は発
寒地区民児協や福まちの研修会などでも説明をさせて
いただきながらリーフレットを配布する予定となって
おります。また、薬剤師会ではリーフレットをラミネー
ト加工して数カ所の薬局に置いていただく予定である
ほか、ケアマネ連協 ( 介護支援専門員連絡協議会 ) さ
んの方では、研修会の際に周知をしていただく予定と
なっております。
　今後長期化するコロナ禍で、日頃の活動自粛ですと
か活動の減少により一層高齢者の認知機能の低下が深
刻となる可能性もございます。ぜひとも医療機関の皆
様にもご協力いただきながら、職場の方々ですとか、
患者様、ご家族の方々など、必要な方にこのリーフレッ
トの周知を行っていただけたらと考えています。どう
ぞよろしくお願いいたします。
　私のほうからは以上になります。

鈴木まり ( 西区保健福祉課保健師 )：西区保健福祉課
で保健師をしております鈴木と申します。私からは、
リーフレットにも載っていますが、長年継続しており
ますケア友の会についてご説明させていただきます。
　西区ケア友の会では、認知症の方を介護する男性介
護者に対して、介護や認知症の方との関わり方などの
講話や、参加者同士で介護についての想いを話し合う
交流会を実施しております。認知症の方の介護者の約
3 割の方が男性といわれており、男性介護者の方の孤
立防止も目的としております。ケア友の会は札幌市各
区で開催しておりまして、西区では年に２回開催して

おります。直近では 10 月 22 日木曜日に予定してお
ります。今回の講話のテーマといたしまして、「認知
症の介護指導者から学ぶ、認知症の方を支えるその心
は」としており、今回は講師に札幌市認知症介護指導
者でセージュ山の手高齢者部門統括顧問の吉岡康子さ
んを講師に迎えまして、認知症高齢者への具体的な介
護の検討をお話しいただく予定となっております。そ
の後第二部といたしまして、男性介護者同士の方の交
流会を開催する予定となっております。ケア友の会に
つきましては、広報さっぽろ 10 月号のお知らせ欄に
も掲載しておりますので、皆様の関わっていらっしゃ
る方の中に認知症の方を介護していらっしゃる男性介
護者の方がいましたら、ぜひケア友の会について周知
していただきますと幸いです。よろしくお願いいたし
ます。
　私のほうからは以上です。

司会：ありがとうございました。ケア友の会は後半は
男性で介護されている方対象ですが、前段のほうはど
なたが参加されても構わないのですか？

鈴木：はい、前段の第１部はどなたでも参加可能となっ
ております。

司会：まだ参加人数、参加枠は空いてますか？

鈴木：はい、今回コロナウイルスの関係で定員を設け
ておりまして、10 月 12 日月曜日から先着でお申し
込みを受けることとなっておりますので、もしご希望
の方がいらっしゃるようでしたら、お早めにお願いい
たします。

司会：ありがとうございます。
　いまリーフレットの紹介ということで、ケア友の会
について詳しくお話しいただきましたが、各町内でこ
のリーフレットを活用して地域の方にご説明する機会
が多いと聞いております。以前、地域包括支援センター
のセンター長さんのほうからそのように聞いておりま
した。いま Zoom で参加されている方の中で、包括
のセンター長さん、第１の海老センター長さん、第２
の平尾センター長さん、第３の相馬センター長さん、
どなたか実際にこのリーフレットを活用して住民の方
にお話しした時の、住民の方の受け止めとか反応など
について、お話しいただける方はいらっしゃいますで
しょうか？
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海老（第１地域包括支援センター長）：はい、では第
１のほうからお伝えさせていただきます。先月から今
月にかけて作ったリーフレットのほうを配布して行っ
ててるのですけれども…。

司会：ちょっと、お待ちください。すみません、こち
らのスピーカーの調子が良くなくて、すみません、い
まリーフレットの反応についてお伺いしようと思った
んですが、ちょっと順番を入れ替えまして、あとから
にしたいと思います。申し訳ありません、海老センター
長さん。
　それでは、会場内のマイクは効いているようなので、

「生活のサポート」や「相談窓口の紹介」に関して、リー
フレットに載っている認知症カフェや、介護予防セン
ターについて、お話しいただいてよろしいでしょうか。

菊地伸　認知症カフェ　( コミュニティ・カフェ　ふ
うしゃ )：皆さん今晩は、社会福祉法人宏友会特別養
護老人ホーム西野ケアセンターの菊地といいます。認
知症カフェについて、簡単に述べさせていただきたい
と思います。

　最初は西野ケアセンターという特養の中の広い空間
でやっていました。平成 26 年度の９月に札幌市の方
で、認知症カフェのモデル事業を３カ所で行ったうち
の一か所になります。認知症の方とかご家族の方を呼
んでいたのですが、その後このような普通の喫茶店の
ような所でやっています。それは、窓口に相談に行っ
て相談しようとする方は、ある程度あると思うんです
けれども、そういう所に来られない人がコーヒーを飲
んだり、みんなで囲碁をやっているような中で、認知
症というような話が出た時に、そこで接点が出来てつ
ながっていくような、そういう過程を大事にしたいと
考えました。人が集まる場所を作れば、そこで出会っ

た人たちの中で、認知症の方とも自然につながってゆ
くことになりますから。ここの特徴は、地下鉄宮の沢
駅に近い所と、医療機関が勤医協さんとか宮の沢脳神
経外科や大野病院が近いので、そういった所に通うよ
うな人達に来ていただけるところかと思います。
　札幌市の認知症カフェは月 1 回のサイクルで集ま
るイベントを開催しているところが多いのですけど、
それ以外のイベントで集まる中でつながりを作って
行って、そちらのほうにお誘いしていくという風なこ
ともしています。スライドは実際に認知症の方が参加
しているところです。体操したり、グループホームの
認知症の方が来て交流することもあります。それまで
はお知り合いではなかった方々が皆さんご一緒に手作
業で色々と何か作っていただくこともあります。これ
は認知症サポーター養成講座ですね。認知症の方と地
域の方が、今はコロナでなかなか集まることは難しい
ですが、こういうことをしながら人と人が出会って
いく場となっています。認知症カフェの実施状況は、
100 円から 200 円をご用意いただいて家族単位で参
加されたり、たまに高齢者の方が独りで立ち寄ったり
することもあります。認知症に関する相談をされる方
もいらっしゃいます。スライドが多いですがこれは専
門学校の学生さんが来られた時です。平成 26 年から
札幌市のほうでは認知症カフェを認証しています。「認
知症の方、ご家族の方、認知症に関心のある方、専門
職の方など、どなたでも気軽に参加でき集う場」で「お
茶を飲んでゆっくり過ごしたり、認知症について相談
できる」と案内しています。
　令和元年 12 月現在の札幌市の状況では、札幌市内
でもいろいろなところで開催されており取り組みは
様々です。大きな病院とか特別養護老人ホームでとか、
小さなカフェとかデイサービスなどで開催していると
ころもあります。地域の方々、色々な幅広い方々に来
ていただき、つながりを作っていただいたり、出会い
の場になっていると思います。
　以上が認知症カフェについての報告です。

司会：ありがとうございます。いろいろな認知症カフェ
がありますが、コミュニティ・カフェ　ふうしゃさん
は常設の認知症カフェということです。
それでは認知症カフェのお話しをしていただいたとこ
ろですが、介護予防センターのお話もご依頼させてい
ただきました。引き続き菊地さんから介護予防セン
ターについてのご報告をお願いします。



– 7 –

菊地伸 ( 西区介護予防センター )：札幌市西区介護予
防センター西町です。よろしくお願いいたします。
　介護予防センターについてはある程度の方は知って
いると思うので、札幌市のモデル事業として、全市で
53 カ所が設置されております。社会福祉法人や医療
法人が委託を受けています。西区には山の手・琴似、
発寒、八軒、西町、西野と５カ所の予防センターがあ
ります。ちなみに西町地区に関しては 13 個の単位町
内会で成立している連合町内会のところを管理してい
ます。制度の対象は主に介護認定を受けていない方で
す。
　事業内容ですが、大きく分けて３つありまして、介
護予防教室、地域活動支援、総合相談の３つになって
おります。介護予防教室は介護を予防するという、意
識と知識の普及啓発行動変容を目標とするものです。
実際には運動機能とか口腔機能、認知機能の維持改善、
低栄養予防、ひきこもり予防、うつ予防、生活習慣病
予防などの取り組みをしています。

　こんな感じで、運動をしたり、これは体力測定で立っ
たり、座ったり、歩いたりしています。
　これは口腔機能についての取り組みです。低栄養対
策です。そのあとに実際に調理をして皆でいただいて
います。こちらのほうが口腔機能の訓練です。リハビ
リの専門家を呼んでやっています。実際の介護予防教
室は地区会館など地域の身近な場所で行われます。
　次は地域活動支援についてです。地域活動支援は地
域連携の活動を支援するということで地域の町内会や
サークルなどに出前講座をしたりしてお手伝いしてい
ます。身近な地域で介護予防活動が自主的に継続でき
るように、普及啓発や運営についての助言等を行いま
すが、地域の活動者とのつながりが大切ということを
伝えています。
　男性ばかりいる地域があって、( ど忘れしましたが )
こちらは男性に特化して集まっている介護予防教室で
す。こちらはノルディックウオーキングを楽しんでい
ます。

　こちら皆さんもご存じかと思いますけれども、西区
の介護予防体操、「エコロコ！やまべェ誰でも体操」
にも介護予防センターが関わっています。
　３つ目、総合相談ですが、総合相談は生活全般、介
護予防と介護についての相談を受けています。電話で
あったり来所であったり訪問のいずれかで対応しま
す。必要に応じて関係機関や地域包括支援センターな
どを紹介しております。介護予防教室の中での相談や
地域活動者からの相談もあります。
　これは地域のイベントに介護予防センターとして参
加しているんですけれども、実はこういう日々の地域
の活動への参加が相談につながっていて、これは地区
地域ケア会議を予防センターで開催しているところで
す。
　大体はこういう日々の流れの中で相談を受けて、そ
の中からこのような地域ケア会議などにつながって
行っていると思います。地域との関係が重要と意識し
ながら、この介護予防教室、総合相談、地域活動支援
に取り組んでおります。
　介護予防を通じた町づくりというのは、介護する人
をつくる、居場所づくりとその支援、そのつながりを
つくる、そうしたことで、健康というよりは、病気が
あるとかないではなくて、健康であることで得られる
価値というものを伝えていくことを通じて、生活機能
の向上を目指しております。
　最後に札幌市の一般介護予防事業で介護予防セン
ターとリハビリテーションの専門職が連携して一般介
護予防事業をやることになっています。

　北海道リハビリテーション専門職協会 HARP とい
う協会がありまして、そちらと予防センターのほうが
連携して、理学療法士や作業療法士、言語聴覚士など
が実際に予防センター事業のほうに来て、専門的な知
識を研修会を通じて伝達していただいています。
　ということで、介護予防センターの報告を終わりた
いと思います。どうもありがとうございました。
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司会：本当にありがとうございます。具体的なお話を
聞くことができて感謝いたします。
　Zoom で参加されている皆さんの声が会場のスピー
カーから出なくなっていることが分かりましたが、直
ぐに復旧できない状況です。これまで発表頂いた内容
について、ご意見、質問があると思います。申し訳あり
ませんが、「こういうことはどうなっているのか?」の
ような、ご質問、あるいはご意見がありましたら、こ
れから Zoom のチャットのほうにお寄せいただいて、
それを皆で共有して見るように、そういう形にしてい
きたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
　それでは、次のプレゼンターは、西区社会福祉協議
会の加藤さんになります。この認知症リーフレットを
見ていただくと、相談ルートのところに社会福祉協議
会というところがありますので、社会福祉協議会の役
割について、皆さんには画面共有で見ていただきなが
らお話しをしていただきます。
　それでは加藤さんから、よろしくお願いいたします。

加藤陽介 ( 西区社会福祉協議会事務局次長）：ご紹介
をいただきました。西区社会福祉協議会の事務局次長
の加藤と申します。よろしくお願いいたします。会場
の皆さんは、次第の裏側に資料がございますのでそち
らをご覧ください。
　簡単に西区社会福祉協議会の特に在宅ケアに関する
事業について、まとめましたので、ご紹介させていた
だきたいと思います。
　まず西区ボランティアセンター事業というのをして
おりまして、「ボランティアをしたい」という方と「ボ
ランティアをしてほしい」という方を結びつける事業
をしています。実際に「したい」という方に関しては、
日々寄せられるボランティア活動があります。「して
ほしい」というボランティア活動はそんなにすぐにも
のすごい数で振られるわけではないので、ご紹介する
というと、高齢とか児童の福祉施設のボランティア活
動というのがメインとなるのですが、まれに寄せられ
る「してほしい」という方、個人の、例えばお話し相
手ですとかそういった生活支援のボランティア活動も
寄せられることもございますので、こちらのほうは、
依頼が来た時には「ボランティアをしたい」という方
と結びつけることをしております。
　特に在宅で生活をしている方、特に介護保険外の
サービスに関して、例えばお話し相手であったり、な
かなかもしかしたら結び付けにくい部分もあります
が、外出の支援とかそういったボランティア活動の募

集をかけることというのは可能ですので、もし何かあ
りましたらお声をかけていただければと思います。
　現在、西区では約 300 名のボランティアの方が登
録をしておりますので、もし「してほしい」という依
頼があった場合には、300 名の方にお声がけをして活
動をしていただくということになっております。
　その次の日常生活自立支援事業ですけれども、こち
らは対象となる方の幅がいつもちょっと狭いのではな
いかというお声をいただくのですが、契約能力はある
のだけれども、日常生活を送る上で、特に金銭管理等
に不安を感じる認知症高齢者ですとか、知的障がいの
方、精神障がいの方を中心に金銭管理等の支援をする
という事業になります。こちらについては私どものほ
うで「対象となる、ならない」というのを判断するの
ではなくて、契約締結審査会という審査のシステムが
あって、そこには専門の弁護士の先生ですとか、精神
科のお医者さんですとか、そういった方々にご参加い
ただいて、この方にはこの事業の利用が必要だという
ことを判断いただいているということになります。こ
の事業を実際に使っている方なのですけれども、週に
１回から大体月に１回ぐらいまでをこちらのほうでお
金の使い方ですとか、一緒にお金を下ろしに行ったり
ですとか、そういったようなことでこちらの事業を活
用していただいています。
　その次の福祉除雪事業、まさにこれからの時に必要
となる事業なのですけれども、一戸建てにお住まいの
高齢者・障がい者のみの世帯に対して、冬の間除雪を
実施するというものになります。こちらについては家
の前全面を除雪するのではなく、あくまで最低限家か
ら出られる範囲を除雪するということがこちらの事業
の目的となっておりますので、大体玄関から道路にぶ
つかるまで 80cm 幅で道を１本作るという、そういっ
た事業になります。除雪の頻度なんですけれども、札
幌市の除雪車が出動した場合に除雪作業を行っていた
だく。こちら除雪を行うのは地域のボランティア、個
人であったり、団体や企業のボランティアの方に除雪
作業を行っていただくというふうになっております。
利用料が一部かかりまして、生活保護世帯に関しては
無料なのですが、市民税の非課税世帯に関しては５千
円、課税世帯に関しては１万円をご負担いただくこと
になっております。
　次のふれあいいきいきサロン事業なのですが、こち
らは地域でサロン活動を行いたいという団体やグルー
ブの立ち上げ支援とか、すでに活動をしているサロン
への助成金の支給ですとか、支援を実施するという事
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業でございます。この社会福祉協議会に登録している
ふれあいいきいきサロンに関しては、全市で大体 600
から 700 ぐらいあるんですが、そのうちの 100 サロ
ンぐらいが西区にありまして、西区は全区 10 区内で
一番ふれあいいきいきサロンが多くなっております。
　その次の生活支援体制整備事業は、在宅ケアのほう
と深く関わりがあるかというと、もしかしたら違う部
分もあるのかもしれないのですが、こちらは平成 27
年度の介護保険制度改正によって始まった事業です。
ボランティア活動などの地域の多様な主体を活用しな
がら高齢者を支援していくための体制づくりを行うと
いうことで、地域のニーズを把握したり、社会資源の
創出を目的として実施している事業です。ただ、なか
なか社会資源の創出といっても、すぐに出来るもので
はありませんので、今のところは、まず皆様の地域の
方々のニーズを把握したり、あとは、どういった社会
的資源が既にあって、どのように活用できるのかとい
うのを今は考えているところでございます。こちらは
いろいろ皆様方から地域で必要なサービスとか、どの
ようなものが必要かという意見を伺う場というのもあ
るかと思いますので、その際にはご協力をいただけれ
たらと思います。
　その次ですが、西区福祉のまち推進センター運営事
業というものをやっていまして、こちらは各地区に設

置しております、地区の福祉のまち推進センター、以
下「福まち」というんですが、こちらのほうで、より
住みやすいまちづくりというのを地域住民の皆さまに
担っていただく、例えば代表的な活動としては見守り
活動などを「福まち」のほうで行っていただくという
ことをする。この地区の「福まち」では見守り活動等
をどんどん促進させていくために研修会を実施した
り、そういった活動をしておりまして、区の「福まち」
では、そういった地区の「福まち」の支援を行ってい
るというものでございます。
　その他事業としては、生活困窮者への貸し付け事業
ですとか、あとは西区の民生委員児童委員協議会の事
務局の担当を担っています。もしかしたら民生委員の
方々、地域で生活困難な方の見守り等を行っていただ
くということもあるかと思いますが、その際には我々
にご連絡いただければ、そちらの民生委員さんにおつ
なぎすることもできますので、その際にはご連絡いた
だけたらと思います。
　そのほか、こちらのほうはあまり関係ないかもしれ
ませんが、西区の共同募金会事務局等、社会福祉協議
会ということで実施しております。
　以上となります。ありがとうございました。

司会：ありがとうございました。今日は認知症の相談
窓口ということをメインテーマにしていますが、そこ
の取り組みとして、普段の生活をどういうふうにサ
ポートしているのか認知症の方だけでなくどのように
サポートされているのかということが、お話しされま
した。どうもありがとうございます。
　それでは引き続き、札幌市医師会では事業をされて
いるかということをご紹介いただきます。
　それでは札幌市医師会の在宅医療介護認知症サポー
トセンターの鈴木さんの方からお願いします。

鈴木聡子 ( 在宅医療・介護・認知症サポートセンター )：
皆さんこんにちは。札幌市医師会で在宅医療・介護・
認知症サポートセンターの相談窓口を担当しておりま
す、看護師の鈴木と申します。よろしくお願いいたし
ます。
　本日は認知症ケアに関する研修会に参加させていた
だき、引き続き見守り支え合いの視点から、５つの相
談窓口体制、これを整えてらっしゃることを学び、貴
重な情報をいただいております。ありがとうございま
す。
　私の方からは、西区で作成されているリーフレット

https://www.sapporo-shakyo.or.jp/join/lifestyle_support/
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在宅医療・介護・認知症
サポートセンター

【受付時間】午前10時～午後5時（月～金）
 ※祝日・年末年始を除く ※保健師・看護師が対応いたします

札幌市医師会
SAPPORO MEDICAL ASSOCIATION

0120-142-864
いっしょ  に　   や   ろう  よいっしょ  に　   や   ろう  よ

札幌市中央区大通西19丁目 札幌市医師会館1階 さっぽろ市
０2-F０3-20-1170
R2-2-816

場所
｜在宅医療・介護・認知症サポートセンター｜

認知症医療に関する相談 在宅医療に関する紹介・相談

多職種連携の推進

住み慣れた地域で安心して生活できる環境づくりをお手伝いします。

当会の認知症支援地域ネットワークをもと
に、「かかりつけ医」「専門医・鑑別診断を行
う医療機関」「入院治療を行う医療機関」と
連携し、認知症支援を行います。

在宅医・後方支援病
院・認知症対応医・
訪問協力医などをご
紹介します。

◎外来患者さんの認知症の症状が気にか
かる。相談できる医療機関を知りたい。

◎認知症の鑑別診断をしてくれる医療
機関を探している。

例 ◎自院では診察していない専門領域の
医療機関の情報が知りたい。

◎緩和ケアや看取りの支援を行ってい
る医療機関の情報が欲しい。

例

多職種との連携を図り、情報の提供及び助言、
調整や支援を行います。

◎サービスを導入したいが、窓口がわか
らないので教えてほしい。

例

在宅療養情報マップ

https://www.spmed.jp/14_kankei/html/12_homecare_center.html
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の支え合いの部分の窓口の一つとして、ぜひ発表させ
ていただきたくて、今年 4 月に設置しましたサポー
トセンターについて、チラシを共有させていただきな
がらご説明していきたいと思います。
　札幌市医師会のほうでは、住み慣れた地域で安心し
て生活できる環境づくりをお手伝いするという、平
成 28 年から在宅医等紹介センターというのを設置し、
医療・介護関係者の方からのご相談に応じて情報提供
を行ってまいりました。このたび認知症医療に関する
相談機能を追加して、主に３つの役割を持って運用し
ております。
　対応のほうは月曜から金曜で、10 時から５時、保
健師１人と私の２人で行っております。西区のほうで
作成された「相談窓口」にあてはめますと、上から２
段目の赤色の部分、医療や介護について電話で直接相
談を受けたり、認知症の方の家族から相談を受けた医
療介護従事者の方が、医療機関を知りたいと思われた
際にご活用いただきたいと思っております。
　まず１つ目の機能ですけれども、「認知症医療に関
する相談」というのがあります。こちらはかかりつけ
医・専門医鑑別診断機能を行っていただける医療機関
について、昨年２月にアンケート調査を行い、認知症
支援地域ネットワークの構築のもと対応を始めていま
す。このアンケート調査は西区支部長の太田先生が副
会長をされています札幌市認知症医療支援協議会の協
力の下行っております。今月中には再度医療機関にア
ンケート調査を行って、医療機関情報を整えて相談対
応できるように進めていく予定になっております。実
際最近問い合わせをいただいた例としては、「入院中
の患者さんに認知症状はあるんですけれども、退院後
別の医療機関を受診させて診断を受けたいので情報を
教えてほしい」「室蘭に住んでいる母さんが一人暮ら
しなんだけれども、認知症状が出てきたので札幌に呼
びたいけれども、どこを受診したらいいのか分からな
いので相談に乗ってほしい」というお問い合わせをい
ただいております。
　２つ目の機能としては、右側にあります「在宅医療
に関する紹介・相談」ということです。こちらは医師
会で作成しています在宅療養情報マップなどから紹介
させていただいております。これはホームページと、
載っておりますＱＲコード、こちらからさまざまな情
報がどなたでもご覧になれますので、是非ご活用いた
だければと思います。
　３つ目は一番下のほうに表示しています、「多職種
連携の推進」です。相談内容によっては専門の窓口、

もしくは地域包括支援センターの方、ソーシャルワー
カーの方に依頼させていただいております。
　以上がサポートセンターの紹介です。今後も皆様と
の連携や情報共有を図って最後まで見守ってまいりま
すので、どうぞご活用いただけますよう、よろしくお
願いいたします。

司会：札幌市医師会の 1 階に在宅医療・介護・認知
症サポートセンターが出来ました。色々な相談を受け
ていますので、専門職の方が分からないということが
ありましたらご相談できますし、あとは地域の方々、
色々な役割の方々が相談できますので、ご活用くださ
い。
　次はレジュメの⑦になりますか、北海道医療セン
ターの認知症疾患診断センターです。地域医療に色々
と役割発揮されていますが、今日は認知症に関しての
ご報告をいただきます。

有馬佑子：( 北海道医療センター認知症疾患診断セン
ター )：皆さんこんばんは。有馬です。本来であれば
認知症疾患診断センターのセンター長の新野からお話
しするところですが、この新型コロナ感染症拡大のタ
イミングで来ることができなく、代わりに私がお話し
させていただきたいと思います。
　認知症疾患診断センターは、西区を中心とした「地
域で認知症を診ていく」という環境を作り上げる一員
になることを願って、2016 年 10 月に開設しており
ます。当院の果たすべき役割としては、認知症の診断
と、疾患に合わせたアドバイスを中心に関わること、
また、心のケアセンターがありまして、それを中心に
認知症の方の身体合併症治療にも対応できる体制を整
えています。
　一方で、認知症に伴う BPSD の対応は、本年度新
たに３つの専門医療機関と連携して、認知症患者さん
のそれぞれの状態に応じた対応を「地域」として提供
できる体制づくりを行っています。「認知症かも？」
と考えられた場合は、お気軽に当センターをご活用い
ただければと思います。患者さんのほうから地域のか
かりつけ医さんに相談をしていただいて、かかりつけ
医さんのほうから紹介状をいただくという手順になっ
ております。そして医療センターでは鑑別診断を行っ
て、最適な治療とカウンセリングを行っていくことに
なります。症状の変化や増悪などがみられましたら、
再び鑑別診断し直し、専門医が治療の方向性を見直し
ていくかたちになっていきます。
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　一番右ですけれども、治療の方向性の検討や提案を
行って、症状が落ち着き治療薬の量が定まりましたら
かかりつけ医さんにその後の経過観察をお願いするか
たちになっております。
　正しい診断を行い、その後の道筋を付けることが認
知症疾患診断センターの役割だと思っています。
　まず患者さんが見えられましたら、問診と診察をさ
せていただいております。その次に血液検査で身体疾
患をスクリーニングしていきます。MRI の画像検査
を行い、アルツハイマー等の病的形態学的特徴がない
かを調べていきます。そして臨床心理士による認知機
能検査を行って、結果を説明していくという形になっ
ております。
　その間、認知症疾患外来の受診の際、ご希望があり
ましたら地域医療連携室にて介護保険制度などの公的
な情報提供などを行わせていただいています。新規に
介護保険申請の場合に、かかりつけ医さんからご希望
がありましたら、申請書作成のお手伝いをさせていた
だいております。地域医療連携室でも、この西区在宅
ケア連絡会の幹事でもあります、濱口ソーシャルワー
カーを中心に対応させていただきます。ご希望の際に
はご遠慮なくお声がけいただけますようお願いしま
す。
　地域全体で認知症を診るということで、原則、かか
りつけ医さんのほうにお戻ししておりますけれども、
引き続きフォローアップのほうをお手伝いさせていた
だきたいと思います。
　完全予約制になっています。１日１人ですけれども、
かかりつけ医さんにご相談ください。

司会：ありがとうございます。一通りこれで終わった
んですけれども、参加された皆さんらご質問やコメン
トをいただきたいと思います。
　先ほど私のほうから、「リーフレットを実際に活用
されて、住民の方々の反応はいかがですか？」という
ふうにお尋ねしましたけれども、会場に保健師さんが
いらっしゃいますので、実際に活用して、どのような
声が寄せられているのか、ご紹介いただければと思い
ます。

天野史江 ( 保健福祉課 )：保健福祉課の天野と申しま
す。リーフレット配布ですけれども、先日民生委員児
童委員の代議員会がございまして、当課の課長がそち
らのほうに出席させていただきました。その際にリー
フレット完成の報告と、それからリーフレットについ

ての周知をさせていただきまして、後日複数の民生委
員さんから、ぜひ民児協の定例会でリーフレットの説
明をしてほしいという依頼がございまして、私のほう
でも参加させていただいております。定例会のほうは、
５分程度という短いお時間をいただきましたので、こ
の時実際に参加されていた民生委員さんから反応とい
うのは確認することはできなかったんですけれども、
何人かの方が後日区役所のほうに来ていただきまし
て、リーフレットの活用について「今後積極的に使っ
ていきますよ」というふうなお話をいただきました。
非常に心強く協力的なお言葉をいただいたと受け止め
ております。
　それから、二十四軒の方で寸劇に関することでの反
応もあるということですので、そちらのほうは鈴木の
ほうからお伝えさせていただきたいと思います。

鈴木まり ( 保健福祉課 )：その他、11 月に行われます
琴似・二十四軒地区で福まち研修会というものを毎年
開催しているんですけれども、そちらのほうでもぜひ
このリーフレットについて説明・周知をしていただき
たいというご依頼がありまして、今年度、区の保健師
と包括支援センターさん共同で、ご説明と実際に認知
症の方との対応について、どのようにしたらいいのか
というお話を、寸劇形式で紙芝居のようなかたちで皆
さんにお伝えすることができるように準備している
と、地区担当の保健師から聞いておりました。リーフ
レットの中面にも認知症の方への対応の良い例、悪い
例、どのように対応したらいいのかというお話が掲載
されているのですけれども、当日は実際にそれを紙芝
居・寸劇というかたちでご説明したいと思っていると
いうふうに、地区担当の保健師が言っておりました。

司会：ありがとうございます。
　地域によって多少ばらつきがあるという雰囲気をお
伺いしていますが、実際リーフレットを活用して、そ
れぞれの地域の住民の方々が改めて認知症について知
るような機会が生まれているということだと思いま
す。本日の参加は専門職がほとんどだと思いますが、
自分たちの持ち場といいますか実際に仕事している
と、住民の方々から「あれ？この方ひょっとしたら認
知症ではないかな」とか「あれ？どうなのだろう」と
いうように、実際に私たち自身が相談されるような機
会も増えてくるのではないかと思います。この認知症
リーフレットの中で、上から３つ目ぐらいの薬につい
て相談したいというところに、かかりつけの薬局とい
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う所があります。薬局がどういう役割を果たしている
のかお分かりにならない方もいらっしゃると思うの
で、いま会場のほうに二十四軒の高市さんが来られて
いるので、薬局の経験というか、ちょっとお話しいた
だこうかなと思っています。

高市和之 ( 札幌薬剤師会西区支部長・二十四軒薬局 )：
札幌薬剤師会西区支部長の高市と申します。二十四軒
薬局をやっております。今日はたくさんの薬剤師の先
生方が参加されておりまして、ありがたいなと思って
おります。薬局という所が他の医療機関とちょっと違
うところは、ファーストアクセスの場所であって、ど
ちらかというと病気でない人や、認知症でない方とか
慢性疾患の方が定期的に来られる場所なのです。です
から、非常に発見しやすい場所というか、ケースを発
見するには非常に適している場所ではあります。しか
しながら、日頃、薬の情報提供に追われていまして、
なかなか流してしまうことが多いんですが、そんな時
に非常に頼りにしているのは、このパンフレットの包
括支援センターさんなんですよ。ご家族のいる方です
とか、話して「包括支援センターの方にちょっと来て
もらうよ」ということにご納得いただける方は、大体
このパンフレットの内容で受けるんですけど、納得い
ただけない方、あと居宅に行っても入れてもらえない
方、あるいは非常にそういう介護サービスを嫌うとい
うか、関わるのがいやな方などは、包括支援センター
に「ちょっと困難な方がいらっしゃるんだけど、対応
していただけないか」ということが結構あります。そ
うやって薬局は多方面でせっかく良い場所にいるの
で、他の人たちともつながりを持ってやっていければ
いいなと思っています。
　このパンフレットは非常に役に立つし、包括支援セ
ンターさんは非常に動いてくれて助かっておりますの
で、今後ともよろしくお願いします。

司会：はい、ありがとうございます。皆さんから何か
ご質問、あるいはコメントありませんでしょうか？ご
遠慮なく何でも、何かご質問、ご意見ございましたら
お願いしたいと思います。今、調剤薬局の経験のお話
しをされましたけれども、西区在宅ケア連絡会という
のは、常に新しい方というか新人の方だとか、そうい
う方がたくさんこられて、いま話を聞いてみたら「何
か自分の知識が足りないのではないか」とか、いろい
ろ不安が募る方もいらっしゃるのかなと思います。
　それで、先ほどお話しいただいた社会福祉協議会の

加藤さんのほうから、実はこのリーフレットにも載っ
ているんですが、認知症サポーター養成講座に関連し
てちょっとお話しいただこうかなと思いますので、皆
さん、聞いてください。

加藤 ( 西区社会福祉協議会 )：西区社協の加藤です。
本来であれば、おそらく包括支援センターのセンター
長様のほうからご説明いただいたほうがいいのかな
と。こちらのリーフレットの下側のピンクの部分、こ
ちらに載っている認知症サポーター養成講座の件なの
ですが、これも在宅ケア連、介護系の方にとっては認
知症サポーター養成講座はむしろ講師としてお話しす
る方が多いかなと思いますが、医療系の方ですとかそ
ちらのほうで、認知症の方と接する機会はあるけれど
も、どのように判断したらいいかと、どのように接し
たらいいか、ちょっとまだ迷っている方も多くいらっ
しゃるかと思います。そういった方向けに包括支援セ
ンターで認知症サポーター養成講座というものを実施
しております。こちら、もちろんそういった専門の方々
も含めて、これは地域の方々、最近ですと高校生など
も受講していただいて、認知症サポーターになってい
ただくという、そういう取り組みを行っておりますの
で、もし希望されるということがございましたら、包
括支援センターのほうまでご連絡いただければ対応で
きるということになっておりますので、よろしくお願
いいたします。

司会：はい、ありがとうございます。認知症について
は色々とお薬とか考え方などありますし、それから住
民の方々一人ひとりとどういう形で向き合うのか、い
ろいろ不安なこともあるかと思うんですが、私たち自
身がこういうことをしっかり学んで、少しでも不安を
減らしたり、あるいは、自分たちは分かっているけれ
ども、自分たちの後輩、同僚にこういうのがあるよと
ご紹介いただいてもいいのかなと思いました。
　それでは、約束の１時間は過ぎていますので、そろ
そろお開きとしたいと思います。
　会場の皆さんも含めて、今回このリーフレットをど
ういうふうに活用するかということで、住民の方々へ
の普及啓発ということで、いまどういう状況になって
いるのか確認したり、意見交換などをやってきました
が、何かこういうことをお話ししておきたいという方、
もしいらっしゃいましたら遠慮なく意見いただきたい
なと思いますが、いかがでしょうか？　よろしいです
か？　大丈夫ですか？ Zoom のチャットで感想やご
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意見書いていただけますと、後ほど確認させていただ
きますので、今、発言するのはなかなか難しいという
方でも、チャットのほうにコメントを残しておいてく
ださい。よろしくお願いします。
　はい、それではリーフレットの裏の下のところを見
ると、「かかりつけ医」というところがあります。「か
かりつけ医は何をしてくれるだろう」と、皆さん思っ
ている方がいらっしゃるかもしれません。それで最初
にご挨拶していただきました太田支部長のほうから、
今日は医師会の認知症ケアに関する研修会という位置
付けでもありますので、支部長のほうから医師会員に
向けてのメッセージとして、「かかりつけ医というの
はこういうことをするんだよ」というお話しを含めて、
閉会の挨拶をいただいてこれで終わっていきたいと思
います。
　それでは太田先生、もう１回おそれいりますが、よ
ろしくお願いします。

太田支部長：太田でございます。たびたび恐縮ですけ
れども、最後の「かかりつけ医に向けてのメッセージ」
ということでございますので、かかりつけ医というの
は地域でどんな相談も受けて、必要な支えとなるとい
う立場ですけれども、認知症については、まず札幌市
医師会ではかかりつけ医認知症対応力向上研修という
のを毎年やっておりますので、是非そういった研修を
受けられて対応力を上げていただければ一番良いわけ
ですけれども、なかなかそうもいかないという場合も
ありますので、そういった場合には、今日こちらのリー
フレットにありますような、いろいろな相談窓口があ
りますし、またこの４月から、先ほど紹介ありました
札幌市医師会でもサポートセンターを開設しておりま
して、非常に専門的に相談をお受け出来ますので、認
知症について積極的に相談を受けていただいて、それ
をこちらのリーフレットにあるような相談先につなげ
ていただければ安心してやっていけるのではないかな
と思っておりますので、今後ともよろしくお願いした
いと思います。

司会：どうもありがとうございました。最後に太田支
部長のほうからもご挨拶いただきましたので、この「認
知症ケアに関する研修会」としてはこれで終了したい
と思います。
　本事業は令和 2 年度からの新しい事業ということ
で、札幌市医師会も特に重要視しています。しっかり
記録を残して、医師会員や在宅ケア連絡会に参加した

皆さんが、今回どのような意見交換、報告があったの
かということを、あとから確認できるようにしたいと
思いますので、またそれはお待ちいただければと思い
ます。
　それでは第 249 回の例会は、これで終了させてい
ただきます。皆さん、どうもお疲れ様でした。



Ⅵ　おわりに　　　―　平成 12 年 9 月　発行分　―
　平成 8 年 4 月、札幌市医師会西区支部有志が集まり、「西区内での保健、医療、福祉の連携により、在宅療養
者支援のために、とにかく実際に役に立つことができないか」と話し合ったのがきっかけとなり、準備を重ね、
平成 9 年 8 月、第 1 回「西区在宅ケア連絡会」が開催された。その後ほぼ毎月一回開催を続け、平成 12 年 6 月、
第 30 回開催にまで至った。（略）
　3 年間に 100 余例の検討を行い、数多くの成果が得られ、また非常に豊富で実際に効果的な情報交換がなさ
れたが、実は最も価値のある結果は、「人と人とのつながりができたこと」であり、顔を合わせて話しをするこ
とが連携の第一歩であることが如実に示されていると思われる。（略）
　在宅療養者を支援するための、地域におけるネットワークを形成しようとする活動は全国的にも数多く報告さ
れているが、「西区在宅ケア連絡会」はそれらの活動の中でもあくまで純粋、普遍的活動であることが、本報告
書をお読みいただけると良く理解していただけると思われる。　これらの純粋性、普遍性、そして継続性は今後
も参加者全員の一貫した姿勢として持ち続けることができるものであり、また参加者自身による新たな発想、積
極的な活動によりさらに発展していけるものと確信している。普遍的活動であればこそ、将来にわたっていろい
ろな可能性を秘めた活動であり、今後も各分野の多くの方々の参加が望まれている。（略）　　

　活動報告書（Ⅱ）のために　　　　　　―　平成 17 年 10 月　発行分　―　（略）
　　　　~　略　~
　活動報告（ⅩⅧ）のために　　　　　　―　令和 1 年　9 月　発行分　―　	

　この活動報告書（ⅩⅧ）は、西区医在宅ケア連絡会第 249 回の活動報告を掲載し発刊したものである。
　地域包括ケアシステム構築が求められる中、札幌市医師会は札幌市からの委託事業を受け、在宅医療介護連携
推進事業に取り組んでいる。その中で、札幌市医師会西区支部認知症ケアに関する研修会として開催された第
249 回例会の活動を、特集号としてまとめたものである。「西区在宅ケア連絡会」の活動は実質的にこの事業を
網羅しているといっても過言ではなく、当会の活動はますます重要になっていると思われる。
　従来の報告書での記載と同様に、再度「さらなるご参加へのお呼びかけ」をさせていただきます。

（幹事会　坂本　仁）

　　　　　　　　　　発行：令和 ３年 ３月
　　　　　　　　　　問い合わせ：札幌市医師会　西区支部　在宅療養部　吉澤朝弘
　　　　　　　　　　　　　　　　西区在宅ケア連絡会　　　　　　幹事　坂本　仁
　　　　　　　　　　https：//www.zaitaku-care.info
　　　　　　　　　　e-mail ： info@zaitaku-care.info
　　　　　　　　　　※本書は札幌市医師会の助成により発行されました。
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